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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザに関する生体データを取得するための複数のタイプのセンサを備える生体センサ
装置と、当該生体センサ装置と通信可能に接続される情報提供端末とを備える情報提供シ
ステムにおいて、
　前記情報提供端末は、前記ユーザの行動を検知する検知手段を含み、
　前記生体センサ装置は、
　前記ユーザの行動に対応づけて前記複数のタイプのうちの個々のセンサによる計測期間
を含む計測情報を保持する保持手段と、
　前記ユーザの行動が検知された場合、当該行動に対応づけて前記計測情報に含まれる計
測期間の間、前記複数のタイプのうちの個々のセンサを駆動して前記生体データを取得す
る取得手段と
　を含み、
　前記生体センサ装置は、前記複数のタイプのうちの個々のセンサと服用された薬の種類
との組み合わせにより求められる当該生体センサ装置における前記計測期間が終了した場
合、当該生体センサ装置の電力消費を低減するための省電力モードで動作する
　ことを特徴とする情報提供システム。
【請求項２】
　前記保持手段に保持されている計測情報は、前記ユーザの行動に対応づけて駆動すべき
前記複数のタイプのうちの個々のセンサを示すセンサ情報を更に含み、



(2) JP 6354143 B2 2018.7.11

10

20

30

40

50

　前記取得手段は、前記検知されたユーザの行動に対応づけて前記計測情報に含まれるセ
ンサ情報によって示される前記複数のタイプのうちの個々のセンサを駆動して前記生体デ
ータを取得する
　ことを特徴とする請求項１記載の情報提供システム。
【請求項３】
　前記保持手段に保持されている計測情報は、前記ユーザの行動に対応づけて前記複数の
タイプのうちの個々のセンサによる計測頻度を更に含み、
　前記取得手段は、前記検知されたユーザの行動に対応づけて前記計測情報に含まれる計
測頻度で前記生体データを取得する
　ことを特徴とする請求項２記載の情報提供システム。
【請求項４】
　前記検知手段は、前記ユーザの操作に応じて前記薬物を服用したことを検知する
　ことを特徴とする請求項１記載の情報提供システム。
【請求項５】
　前記情報提供端末は、予め定められた期間内に前記薬物を服用したことが検知されない
場合に警告を出力する警告手段を更に含むことを特徴とする請求項４記載の情報提供シス
テム。
【請求項６】
　前記生体センサ装置は、前記取得された生体データに基づいて前記複数のタイプのうち
の個々のセンサによる計測頻度を変更する制御手段を更に含むことを特徴とする請求項１
記載の情報提供システム。
【請求項７】
　前記生体センサ装置は、
　前記取得された生体データを格納する格納手段と、
　前記取得された生体データを格納するための前記格納手段の領域が不足した場合、及び
前記計測期間が終了した場合に、前記格納手段に格納された生体データを前記情報提供端
末に送信する通信手段を更に含む
　ことを特徴とする請求項１記載の情報提供システム。
【請求項８】
　前記情報提供端末は、前記送信された生体データを表示する表示処理手段を更に含むこ
とを特徴とする請求項７記載の情報提供システム。
【請求項９】
　前記情報提供端末は、前記送信された生体データを外部のサーバ装置に送信する通信手
段を更に含むことを特徴とする請求項７記載の情報提供システム。
【請求項１０】
　前記ユーザの行動は、トイレを利用したという行動、当該ユーザ周辺の外気温が所定値
以上変化する移動をしたという行動、またはいびきをかくという行動を含むことを特徴と
する請求項１記載の情報提供システム。
【請求項１１】
　ユーザに関する生体データを取得するための複数のタイプのセンサを備える電子機器に
おいて、
　前記ユーザの行動を検知する検知手段と、
　前記ユーザの行動に対応づけて前記複数のタイプのうちの個々のセンサによる計測期間
を含む計測情報を保持する保持手段と、
　前記ユーザの行動が検知された場合、当該行動に対応づけて前記計測情報に含まれる計
測期間の間、前記複数のタイプのうちの個々のセンサを駆動して前記生体データを取得す
る取得手段と、
　前記複数のタイプのうちの個々のセンサと服用された薬の種類との組み合わせにより求
められる前記計測期間が終了した場合、前記電子機器における電力消費を低減するための
省電力モードで駆動する制御手段と
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　を具備することを特徴とする電子機器。
【請求項１２】
　前記保持手段に保持されている計測情報は、前記ユーザの行動に対応づけて駆動すべき
前記複数のタイプのうちの個々のセンサを示すセンサ情報を更に含み、
　前記取得手段は、前記検知されたユーザの行動に対応づけて前記計測情報に含まれるセ
ンサ情報によって示される前記複数のタイプのうちの個々のセンサを駆動して前記生体デ
ータを取得する
　ことを特徴とする請求項１１記載の電子機器。
【請求項１３】
　前記保持手段に保持されている計測情報は、前記ユーザの行動に対応づけて前記複数の
タイプのうちの個々のセンサによる計測頻度を更に含み、
　前記取得手段は、前記検知されたユーザの行動に対応づけて前記計測情報に含まれる計
測頻度で前記生体データを取得する
　ことを特徴とする請求項１２記載の電子機器。
【請求項１４】
　ユーザに関する生体データを取得するための複数のタイプのセンサ及び当該ユーザの行
動に対応づけて前記複数のタイプのうちの個々のセンサによる計測期間を含む計測情報を
保持する保持手段を備える生体センサ装置と、当該生体センサ装置と通信可能に接続され
る情報提供端末とを備える情報提供システムが実行する方法であって、
　前記情報提供端末が、前記ユーザの行動を検知するステップと、
　前記生体センサ装置において前記ユーザの行動が検知された場合、当該行動に対応づけ
て前記計測情報に含まれる計測期間の間、前記複数のタイプのうちの個々のセンサを駆動
して前記生体データを取得するステップと、
　前記複数のタイプのうちの個々のセンサと服用された薬の種類との組み合わせにより求
められる前記計測期間が終了した場合、前記生体センサ装置における電力消費を低減する
ための省電力モードで動作するステップと
　を具備することを特徴とする方法。
【請求項１５】
　前記保持手段に保持されている計測情報は、前記ユーザの行動に対応づけて駆動すべき
前記複数のタイプのうちの個々のセンサを示すセンサ情報を更に含み、
　前記取得するステップにおいて、前記検知されたユーザの行動に対応づけて前記計測情
報に含まれるセンサ情報によって示される前記複数のタイプのうちの個々のセンサを駆動
して前記生体データを取得する
　ことを特徴とする請求項１４記載の方法。
【請求項１６】
　前記保持手段に保持されている計測情報は、前記ユーザの行動に対応づけて前記複数の
タイプのうちの個々のセンサによる計測頻度を更に含み、
　前記取得するステップにおいて、前記検知されたユーザの行動に対応づけて前記計測情
報に含まれる計測頻度で前記生体データを取得する
　ことを特徴とする請求項１５記載の方法。
【請求項１７】
　ユーザに関する生体データを取得するための複数のタイプのセンサを備える生体センサ
装置と通信可能に接続される電子機器のコンピュータによって実行されるプログラムであ
って、
　前記コンピュータに、
　前記ユーザの行動を検知するステップと、
　前記ユーザの行動が検知された場合、当該行動に対応づけられている計測期間の間、前
記複数のタイプのうちの個々のセンサを駆動して前記生体センサ装置に前記生体データを
取得させるステップと、
　前記複数のタイプのうちの個々のセンサと服用された薬の種類との組み合わせにより求
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められる前記計測期間が終了した場合、前記生体センサ装置における電力消費を低減する
ための省電力モードで当該生体センサ装置を動作させるステップと
　を実行させるためのプログラム。
【請求項１８】
　前記取得させるステップにおいて、前記検知されたユーザの行動に対応づけられている
前記複数のタイプのうちの個々のセンサを駆動して前記生体センサ装置に前記生体データ
を取得させる
　ことを特徴とする請求項１７記載のプログラム。
【請求項１９】
　前記取得させるステップにおいて、前記検知されたユーザの行動に対応づけられている
計測頻度で前記生体センサ装置に前記生体データを取得させる
　ことを特徴とする請求項１８記載のプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、ユーザに関する生体データを提供する情報提供システム、電子機
器、方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、人体における病気等の症状を改善するために当該症状を患っている患者が薬
物を服用することが行われている。
【０００３】
　ここで、例えば患者が服用する薬物が医師等によって処方されたものである場合、当該
医師または患者は、当該薬物による効果が現れているかを確認したい場合がある。
【０００４】
　ところで、近年では、ユーザに装着されることによって、当該ユーザの心電（心拍間隔
）、脈波、体温及び体動（加速度）等の生体データを取得することが可能な生体センサが
開発されている。
【０００５】
　そこで、このような生体センサによって取得された患者の生体データを、服用された薬
物の効果が現れているかを判断するために必要な情報として医師または患者に提供するこ
とが考えられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００７－１８８１４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記したように服用された薬物の効果が現れているかを医師または患者が正確に判断す
るためには、生体センサで常時取得された生体データが提供されることが好ましい。
【０００８】
　しかしながら、生体センサは上記したように患者に装着されて使用されることから、軽
量化及び小型化される必要がある。つまり、生体センサにおいては、常に生体データを取
得し続けるために必要な電力を確保することが困難である。
【０００９】
　そこで、本発明の目的は、必要な生体データを取得するとともに、省電力化を実現する
ことが可能な情報提供システム、電子機器、方法及びプログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
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　実施形態によれば、ユーザに関する生体データを取得するためのセンサを備える生体セ
ンサ装置と、当該生体センサ装置と通信可能に接続される情報提供端末とを備える情報提
供システムが提供される。前記情報提供端末は、前記ユーザの行動を検知する検知手段を
含む。前記生体センサ装置は、前記ユーザの行動に対応づけて前記複数のタイプのうちの
個々のセンサによる計測期間を含む計測情報を保持する保持手段と、前記ユーザの行動が
検知された場合、当該行動に対応づけて前記計測情報に含まれる計測期間の間、前記複数
のタイプのうちの個々のセンサを駆動して前記生体データを取得する取得手段とを含む。
前記生体センサ装置は、前記複数のタイプのうちの個々のセンサと服用された薬の種類と
の組み合わせにより求められる当該生体センサ装置における前記計測期間が終了した場合
、当該生体センサ装置の電力消費を低減するための省電力モードで動作する。
 
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】実施形態に係る情報提供システムの構成を示す図。
【図２】図１に示す情報提供端末１０のシステム構成を示す図。
【図３】図１に示す生体センサ装置２０のシステム構成を示す図。
【図４】本実施形態に係る情報提供システムの主として機能構成を示すブロック図。
【図５】図４に示す制御部２２内に保持されている計測情報のデータ構造の一例を示す。
【図６】本実施形態に係る情報提供システムの処理手順を示すシーケンスチャート。
【図７】生体データがサーバ装置３０に送信される場合について説明するための図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して、実施形態について説明する。
【００１３】
　図１は、本実施形態に係る情報提供システムの構成を示す。本実施形態に係る情報提供
システムは、例えば薬物の効果が当該薬物を服用した患者に現れているかを医師または当
該患者が判断するために必要な情報として、当該患者（ユーザ）に関する生体データを当
該医師または患者に提供するために用いられる。
【００１４】
　図１に示すように、情報提供システムは、上記した薬物を服用するユーザ（患者）等に
よって利用される情報提供端末（電子機器）１０及び当該ユーザに装着される生体センサ
装置２０を含む。
【００１５】
　本実施形態において、情報提供端末１０は、例えばタブレットコンピュータ及びスマー
トフォン等の携帯型電子機器として実現される。なお、図１に示される情報提供端末１０
は、タブレットコンピュータであるものとする。
【００１６】
　生体センサ装置２０は、電池（例えば内臓の２次電池）で駆動される小型・軽量・薄型
の装置である。生体センサ装置２０は、例えば、接着テープ等によりユーザの胸部等に貼
り付けて使用される。なお、生体センサ装置２０は、胸部への貼り付けによる装着以外に
も、リストバンドによる装着、イヤホンによる装着でもよい。生体センサ装置２０は、例
えば心電（心拍間隔）、脈波、体温及び体動（加速度）等を計測可能な複数種類のセンサ
を備え、これらのセンサを駆動することによってユーザに関する生体データを取得するこ
とができる。
【００１７】
　また、情報提供端末１０及び生体センサ装置２０は通信可能に接続される。これにより
、上記したように生体センサ装置２０によって取得された生体データは、情報提供端末１
０を介して例えばユーザ等に提供されることができる。情報提供端末１０及び生体センサ
装置２０間の通信は、例えばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）を使用して行われる。なお
、情報提供端末１０及び生体センサ装置２０間の通信は、無線に限らず有線によって行わ
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れても構わない。
【００１８】
　上記した生体センサ装置２０は複数の生体データを同時に取得可能なように複数のセン
サを備えるが、複数のセンサのアナログフロントエンドは、当該センサ毎に仕様が異なる
ために、柔軟性と高性能との両立が要求され、大型化してしまうことがある。しかしなが
ら、本実施形態においては、疑似ＳｏＣ技術を用いて複数のアナログフロントエンドと、
ＣＰＵ等をシングルチップ上に集積することにより、数ミリメートル四方のセンサモジュ
ールが実現される。なお、疑似ＳｏＣ技術とは、ウエハ上に部品を集積することにより、
ＳｏＣ相当の小型化と、ＳｉＰ相当の設計自由度を両立した技術である。このモジュール
にアンテナと電池等のわずかな周辺部品を接続することにより、小型・軽量（１０数グラ
ム程度）・薄型（数ミリメートル程度）の生体センサ装置２０が実現される。なお、ここ
では疑似ＳｏＣ技術を用いて生体センサ装置２０の小型化を実現するものとして説明した
が、例えばＬＳＩ等を用いて当該小型化を実現することも可能である。
【００１９】
　図２は、図１に示す情報提供端末（タブレットコンピュータ）１０のシステム構成を示
す図である。
【００２０】
　図２に示すように、情報提供端末１０は、ＣＰＵ１０１、システムコントローラ１０２
、主メモリ１０３、グラフィクスコントローラ１０４、ＢＩＯＳ－ＲＯＭ１０５、不揮発
性メモリ１０６、センサモジュール１０７、無線通信デバイス１０８、ＢＴモジュール１
０９、ＥＣ１１０及びディスプレイ１１１等を備える。
【００２１】
　ＣＰＵ１０１は、情報提供端末１０内の各コンポーネントの動作を制御するプロセッサ
である。ＣＰＵ１０１は、ストレージデバイスである不揮発性メモリ１０６から主メモリ
１０３にロードされる各種ソフトウェアを実行する。これらソフトウェアには、オペレー
ティングシステム（ＯＳ）及び各種アプリケーションプログラムが含まれる。
【００２２】
　ＣＰＵ１０１は、ＢＩＯＳ－ＲＯＭ１０５に格納された基本入出力システム（ＢＩＯＳ
）も実行する。ＢＩＯＳは、ハードウェア制御のためのプログラムである。
【００２３】
　システムコントローラ１０２は、ＣＰＵ１０１のローカルバスと各種コンポーネントと
の間を接続するデバイスである。システムコントローラ１０２には、主メモリ１０３をア
クセス制御するメモリコントローラも内蔵されている。システムコントローラ１０２は、
ＰＣＩ　ＥＸＰＲＥＳＳ規格のシリアルバス等を介してグラフィクスコントローラ１０４
との通信を実行する機能も有している。
【００２４】
　グラフィクスコントローラ１０４は、情報提供端末１０のタッチスクリーンディスプレ
イ１１１として使用されるＬＣＤ１１１Ａを制御する表示コントローラである。グラフィ
クスコントローラ１０４によって生成される表示信号は、ＬＣＤ１１１Ａに送られる。Ｌ
ＣＤ１１１Ａは、表示信号に基づいて画面イメージを表示する。タッチパネル１１１Ｂは
、ＬＣＤ１１１Ａの画面上で入力を行うための例えば静電容量式のポインティングデバイ
スである。例えばユーザの指が接触される画面上の接触位置及び当該接触位置の動き等は
、タッチパネル１１１Ｂによって検出される。このタッチパネル１１１Ｂにより、ＬＣＤ
１１１Ａの画面に表示されたグラフィカルユーザインタフェース（ＧＵＩ）等を操作する
ことができる。
【００２５】
　センサモジュール１０７は、各種センサを搭載し、当該センサによって検知された信号
（情報）を取得する。このセンサモジュール１０７に搭載される各種センサには、例えば
情報提供端末１０の加速度を検出する加速度センサ、当該情報提供端末１０周辺の音を電
気信号に変換するマイクロフォン及び情報提供端末１０周辺の気温を測定する温度計等が
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含まれる。
【００２６】
　無線通信モジュール１０８は、無線ＬＡＮまたは３Ｇ移動通信等の無線通信を実行する
ように構成されたモジュールである。この無線通信モジュール１０８によれば、情報提供
端末１０は、無線ＬＡＮ等により例えば外部のサーバ装置等と無線通信を行うことができ
る。
【００２７】
　ＢＴモジュール１０９は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈを使用して、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ対応機
器と無線通信を実行するように構成されたモジュールである。このＢＴモジュール１０９
によれば、情報提供端末１０は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈにより例えば生体センサ装置２０と
無線通信を行うことができる。
【００２８】
　ＥＣ１１０は、情報提供端末１０の電力管理を実行するための電力管理コントローラで
ある。
【００２９】
　図３は、図１に示す生体センサ装置２０のシステム構成を示す図である。図３に示すよ
うに、生体センサ装置２０は、ＣＰＵ２０１、システムコントローラ２０２、主メモリ２
０３、ＢＩＯＳ－ＲＯＭ２０４、不揮発性メモリ２０５、心電センサ２０６、脈波センサ
２０７、温度計２０８、加速度センサ２０９、ＢＴモジュール２１０及びＥＣ２１１等を
備える。
【００３０】
　ＣＰＵ２０１は、生体センサ装置２０内の各コンポーネントの動作を制御するプロセッ
サである。ＣＰＵ２０１は、ストレージデバイスである不揮発性メモリ２０５から主メモ
リ２０３にロードされる各種ソフトウェアを実行する。
【００３１】
　システムコントローラ２０２は、ＣＰＵ２０１のローカルバスと各種コンポーネントと
の間を接続するデバイスである。システムコントローラ２０２には、ＣＰＵ２０１、主メ
モリ２０３、ＢＩＯＳ－ＲＯＭ２０４、不揮発性メモリ２０５、心電センサ２０６、脈波
センサ２０７、温度計２０８、加速度センサ２０９、ＢＴモジュール２１０及びＥＣ２１
１等が接続される。
【００３２】
　心電センサ２０６は、生体信号としてユーザの心電を計測するためのセンサである。こ
の心電センサ２０６によれば、例えば心電波形及び心拍間隔（心拍数）等を計測可能であ
る。脈波センサ２０７は、生体信号としてユーザの脈波を計測するためのセンサである。
この脈波センサ２０７によれば、例えば脈波波形及び脈拍間隔（脈拍数）等を計測可能で
ある。温度計２０８は、生体信号としてユーザの体温（体表面の温度）を計測するための
センサである。また、加速度センサ２０９は、生体信号としてユーザの体動（加速度）を
計測するためのセンサである。
【００３３】
　なお、生体センサ装置２０には、これらのセンサ２０６～２０９以外のセンサ（例えば
、マイクロフォン等）が備えられていてもよい。
【００３４】
　ＢＴモジュール２１０は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈを使用して、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ対応機
器と無線通信を実行するように構成されたモジュールである。このＢＴモジュール２１０
によれば、生体センサ装置２０は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈにより例えば情報提供端末１０と
無線通信を行うことができる。
【００３５】
　ＥＣ２１１は、生体センサ装置２０の電力管理を実行するための電力管理コントローラ
である。
【００３６】
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　図４は、本実施形態に係る情報提供システムの主として機能構成を示すブロック図であ
る。
【００３７】
　情報提供端末１０は、図４に示すように、行動情報取得部１１、行動イベント検知部１
２、通信部１３、格納部１４、表示処理部１５及び警告部１６を含む。
【００３８】
　行動情報取得部１１は、情報提供端末１０を利用するユーザの行動に関する情報（以下
、行動情報と表記）を取得する。この行動情報は、後述する行動イベントを検知するため
に用いられる情報であり、例えばユーザによる情報提供端末１０への所定の操作に応じて
取得されてもよいし、上記したセンサモジュール１０７に含まれる各種センサを使用して
取得されてもよい。
【００３９】
　行動イベント検知部１２は、行動情報取得部１１によって取得された行動情報に基づい
て行動イベントを検知する。行動イベント検知部１２によって検知される行動イベントに
は、ユーザが薬物を服用したこと等が含まれる。
【００４０】
　通信部１３は、生体センサ装置２０とのＢｌｕｅｔｏｏｔｈ通信を実行するための機能
部である。通信部１３は、行動イベント検知部１２によって検知された行動イベント（例
えば、ユーザが薬物を服用したこと）を生体センサ装置２０に対して送信（通知）する。
【００４１】
　また、通信部１３は、後述するように生体センサ装置２０から送信された生体データを
受信する。通信部１３によって受信された生体データは、格納部１４に蓄積（格納）され
る。
【００４２】
　表示処理部１５は、情報提供端末１０に対するユーザ（または医師）の指示に応じて、
格納部１４に格納された生体データをディスプレイ１１１に表示する。これにより、上述
したように薬物の効果が現れているかを確認するために必要な情報として、ユーザの生体
データが当該ユーザ（または医師等）に提供される。
【００４３】
　警告部１６は、例えば予め定められた期間内に行動イベント検知部１２によって所定の
行動イベント（例えば、ユーザが薬物を服用したこと）が検知されない場合に、当該ユー
ザに対して薬物の服用を忘れている旨の警告を出力する。
【００４４】
　生体センサ装置２０は、図４に示すように、通信部２１、制御部２２、生体信号取得部
２３、生体信号解析部２４、格納部２５及び生体イベント検知部２６を含む。
【００４５】
　なお、生体センサ装置２０には、上述したように例えば心電、脈波、体温及び体動等の
生体信号を計測可能な複数種類のセンサ２０６～２０９が備えられている。
【００４６】
　通信部２１は、上述した情報提供端末１０に含まれる通信部１３によって送信された行
動イベントを受信する。また、通信部２１は、後述するように生体センサ装置２０におい
て取得された生体データを情報提供端末１０に対して送信する。
【００４７】
　制御部２２は、センサによる各種生体信号の計測を制御するための情報（以下、計測情
報と表記）を内部（のテーブル）に予め保持している。この計測情報には、例えばユーザ
の行動（つまり、行動イベント）に対応づけて上記したセンサによる計測期間等が含まれ
ている。なお、この計測情報の詳細については後述する。
【００４８】
　制御部２２は、保持されている計測情報に基づいて、通信部２１によって受信された行
動イベント（つまり、情報提供端末１０において検知されたユーザの行動）に対応づけて
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当該計測情報に含まれる計測期間の間、所定のセンサを駆動する制御を実行する。
【００４９】
　生体信号取得部２３は、制御部２２の制御に基づいて駆動されたセンサによって計測さ
れた生体信号を取得する。生体信号取得部２３によって取得された生体信号は、生体信号
解析部２４及び生体イベント検知部２６に渡される。
【００５０】
　生体信号解析部２４は、生体信号取得部２３によって取得された生体信号（生データ）
を解析する。これにより、生体信号解析部２４は、ユーザ等に提供される情報、つまり、
薬物の効果が現れているかを判断するために有用な情報（生体データ）を取得（生成）す
る。具体的には、生体信号解析部２４は、生体信号取得部２３によって取得された生体信
号が心電及び脈波の生体信号である場合には、当該生体信号（心電及び脈波）から例えば
血圧等を示す生体データを生成する。生体信号解析部２４によって取得された生体データ
は、格納部２５及び生体イベント検知部２６に渡される。
【００５１】
　格納部２５は、生体信号解析部２４によって取得された生体データを格納する。なお、
格納部２５に格納された生体データは、通信部２１によって情報提供端末１０に対して送
信される。
【００５２】
　生体イベント検知部２６は、生体信号取得部２３によって取得された生体信号または生
体信号解析部２４によって取得された生体データに基づいて、ユーザの生体に関するイベ
ント（以下、生体イベントと表記）を検知する。生体イベント検知部２６によって検知さ
れる生体イベントには、例えば体温が高いまたは低いこと、及び心拍数が上昇または低下
したこと等が含まれる。生体イベント検知部２６によって検知された生体イベントは、制
御部２２に対して通知される。
【００５３】
　なお、生体イベント検知部２６によって検知された生体イベントが制御部２２に対して
通知された場合、制御部２２は、当該生体イベントに応じて、例えば生体センサ装置２０
に備えられているセンサによる計測頻度等を変更する。
【００５４】
　上記したように本実施形態に係る情報提供システムによれば、行動イベント及び生体イ
ベントに応じた制御部２２による制御によって、必要なセンサを必要な期間にのみ駆動さ
せることができる。なお、制御部２２による制御の詳細については後述する。
【００５５】
　図５は、図４に示す制御部２２内に保持されている計測情報のデータ構造の一例を示す
。図５においては、ユーザの行動が薬物を服用したことである場合におけるセンサによる
各種生体信号の計測を制御するための計測情報の例が示されている。
【００５６】
　図５に示すように、計測情報には、薬物（種類）毎に、計測項目、センサ（を示すセン
サ情報）、計測時間及びサンプリング周期が対応づけて含まれている。なお、図５に示す
計測情報においては、便宜的に各薬物によって改善されるべき症状についても示されてい
る。
【００５７】
　薬物は、各症状を改善するために服用される薬物の種類を示す。
【００５８】
　計測項目は、当該計測項目に対応づけられている薬物が服用された場合に計測すべき項
目（つまり、取得すべき生体データ）を示す。計測項目には、例えば血圧及び心拍数等が
含まれる。
【００５９】
　センサは、当該センサに対応づけられている薬物が服用された場合に駆動すべきセンサ
（の種類）を示す。なお、上記した計測項目は、このセンサを駆動することによって得ら
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れた生体信号から取得することができる。
【００６０】
　計測期間は、当該計測期間に対応づけられている薬物が服用された場合に当該計測期間
に対応づけられているセンサを駆動する期間（つまり、生体データを取得する期間）を示
す。なお、この計測期間としては、当該計測期間に対応づけられている薬物が服用された
場合に当該薬物の効果が現れているかを確認（観察）するために十分な期間が設定されて
いるものとする。
【００６１】
　サンプリング周期は、当該サンプリング周期に対応づけられている薬物が服用された場
合に当該サンプリング周期に対応づけられているセンサによる生体信号のサンプリング周
期を示す。
【００６２】
　すなわち、図５に示す計測情報には、各薬物（つまり、当該薬物を服用したというユー
ザの行動）に対応づけて、取得されるべき生体データ（計測項目）、駆動すべきセンサ、
当該センサによる計測期間及び当該センサによるサンプリング周期の情報が含まれている
。
【００６３】
　図５に示す例を用いて具体的に説明すると、計測情報には、例えば症状「高血圧」に対
して、薬物「利尿薬」、計測項目「血圧」、センサ「心電、脈波」、計測期間「１ｈ」及
びサンプリング周期「心電（１ｍｓ）、脈波（８ｍｓ）」が対応づけて含まれている。こ
の計測情報によれば、症状「高血圧」を改善するための薬物である「利尿薬」が服用され
た場合に、生体センサ装置２０に備えられている心電センサ２０６及び脈波センサ２０７
を１時間駆動することによって、血圧を示す生体データを取得することが示されている。
また、この場合における心電センサ２０６による生体信号のサンプリング周期は１ｍ秒で
あり、脈波センサ２０７による生体信号のサンプリング周期は８ｍ秒であることが示され
ている。なお、血圧（を示す生体データ）は、心電センサ２０６によって計測される心電
の特徴点（Ｒ波）と脈波センサ２０７によって計測される脈波の立ち上がり点とに基づい
た脈波伝播速度に基づいて得ることができる。
【００６４】
　また、計測情報には、例えば症状「除脈」に対して、薬物「β１刺激薬」、計測項目「
心拍数、皮膚温上昇」、センサ「心電（脈波）、温度計」、計測期間「１２ｈ」及びサン
プリング周期「心電（８ｍｓ）、温度（３０分）」が対応づけて含まれている。この計測
情報によれば、症状「除脈」を改善するための薬物である「β１刺激薬」が服用された場
合に、生体センサ装置２０に備えられている心電センサ２０６（または脈波センサ２０７
）及び温度計２０８を１２時間駆動することによって、心拍数及び皮膚温上昇を示す生体
データを取得することが示されている。また、この場合における心電センサ２０６による
生体信号のサンプリング周期は８ｍ秒であり、温度計２０８による生体信号のサンプリン
グ周期は３０分であることが示されている。
【００６５】
　なお、ここでは薬物「利尿薬」及び「β１刺激薬」についてのみ説明したが、他の薬物
についても同様であるため、その詳しい説明を省略する。
【００６６】
　また、図５においては複数種類の薬物の全てについて計測情報が制御部２２内に保持さ
れているものとして説明したが、当該制御部２２内には、生体センサ装置２０を装着する
ユーザ（患者）が服用する薬物についての計測情報のみが保持される構成であっても構わ
ない。この場合、図５に示す計測情報（全ての薬物についての計測情報）は情報提供端末
１０等において管理されており、ユーザによって指定された薬物（つまり、ユーザが服用
する薬物）についての計測情報のみが当該情報提供端末１０から取得されて、生体センサ
装置２０内（つまり、制御部２２内）において保持されればよい。また、ユーザが服用す
る薬物が変更された場合には、情報提供端末１０及び生体センサ装置２０間で通信を行う
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ことによって必要な計測情報が適宜更新されればよい。
【００６７】
　次に、図６のシーケンスチャートを参照して、本実施形態に係る情報提供システム（情
報提供端末１０及び生体センサ装置２０）の処理手順について説明する。
【００６８】
　ここでは、生体センサ装置２０を装着するユーザは高血圧を患っており、当該高血圧を
改善するための薬物として例えば利尿薬を服用しているものとする。また、生体センサ装
置２０に含まれる制御部２２内には、図５に示す薬物「利尿薬」についての計測情報（つ
まり、薬物「利尿薬」を含む計測情報）が保持されているものとする。
【００６９】
　また、生体センサ装置２０では、例えば省電力モードが設定されており、当該生体セン
サ装置２０に備えられる各種センサの駆動等による電力消費は可能な限り低減されている
状態にあるものとする。
【００７０】
　この場合において、情報提供端末１０に含まれる行動情報取得部１１は、情報提供端末
１０を利用するユーザ（生体センサ装置２０を装着したユーザ）の行動に関する情報（行
動情報）を取得する（ステップＳ１）。なお、行動情報取得部１１は、常に動作し、情報
提供端末１０に対するユーザの操作に応じて取得される情報や当該情報提供端末１０に備
えられる例えば加速度センサ及びマイクロフォン等の各種センサから得られる情報を行動
情報として取得する。
【００７１】
　ここでは、行動情報取得部１１は、ユーザが薬物（ここでは、利尿薬）を服用した場合
の行動情報を取得したものとする。このユーザが薬物を服用した場合の行動情報は、例え
ば情報提供端末１０において検出されたユーザの所定の操作（例えば、タップ操作）等を
含む。また、この行動情報は、例えば任意の入力装置等を用いて入力された情報であって
もよいし、ユーザの音声に対する音声認識処理結果等であってもよい。すなわち、ユーザ
が薬物を服用した場合の行動情報は、以下の行動イベント検知部１２において薬物を服用
したというユーザの行動（行動イベント）が検知可能な情報であればよい。
【００７２】
　次に、行動イベント検知部１２は、行動情報取得部１１によって取得された行動情報に
基づいて、行動イベントを検知する（ステップＳ２）。上記したように行動情報取得部１
１によってユーザが薬物を服用した場合の行動情報が取得された場合には、行動イベント
検知部１２は、薬物を服用したという行動イベント（以下、服用イベントと表記）を検知
する。
【００７３】
　行動イベント検知部１２によって検知された服用イベントは、通信部１３を介して生体
センサ装置２０に対して送信される（ステップＳ３）。
【００７４】
　生体センサ装置２０に含まれる通信部２１は、情報提供端末１０（に含まれる通信部１
３）によって送信された服用イベントを受信する。
【００７５】
　通信部２１によって服用イベントが受信されると、制御部２２は、当該制御部２２内に
保持されている計測情報（ここでは、薬物「利尿薬」についての計測情報）を参照して、
生体センサ装置２０に備えられるセンサを駆動する（ステップＳ４）。
【００７６】
　この場合、制御部２２は、薬物「利尿薬」（つまり、薬物「利尿薬」を服用したという
ユーザの行動）に対応づけて計測情報に含まれているセンサ（ここでは、心電センサ２０
６及び脈波センサ２０７）を駆動する。なお、この心電センサ２０６及び脈波センサ２０
７は、薬物「利尿薬」に対応づけて計測情報に含まれている計測期間の間（ここでは、１
時間）、駆動される。
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【００７７】
　次に、生体信号取得部２３は、制御部２２によって駆動されたセンサによって計測され
た生体信号を取得する（ステップＳ５）。なお、生体信号は、薬物「利尿薬」に対応づけ
て計測情報に含まれるサンプリング周期に基づく制御部２２による制御に基づいて取得さ
れる。ここでは、心電センサ２０６による生体信号は１ｍ秒毎、脈波センサ２０７による
生体信号は８ｍ秒毎に取得される。
【００７８】
　生体信号解析部２４は、生体信号取得部２３によって取得された生体信号を解析するこ
とによって生体データを取得する。なお、生体データは、薬物「利尿薬」に対応づけて計
測情報に含まれる計測項目に基づく制御部２２による制御に基づいて取得される。ここで
は、生体信号解析部２４は、心電センサ２０６及び脈波センサ２０７による生体信号から
生成される血圧（値）を示す生体データを取得する。
【００７９】
　生体信号解析部２４によって取得された生体データは、格納部２５に格納される（ステ
ップＳ７）。なお、格納部２５に格納される生体データには、例えば上記した行動イベン
トが発生した時間（行動イベント検知部１２によって行動イベントが検知された時間等）
及び当該生体データが取得された時間等が付与されているものとする。
【００８０】
　次に、通信部２１は、格納部２５に格納された生体データを情報提供端末１０に対して
送信する（ステップＳ８）。なお、格納部２５に格納された生体データは、センサの駆動
中に取得される生体データを格納するための領域が格納部２５において不足した場合（つ
まり、格納部２５の空き領域が不足した場合）、及び上記した計測期間（センサを駆動さ
せる期間）が終了した場合に送信される。
【００８１】
　なお、計測期間が終了した場合、生体センサ装置２０は、情報提供端末１０において再
度行動イベントが検知されるまで上記した省電力モードで動作する。
【００８２】
　情報提供端末１０に含まれる通信部１３は、生体センサ装置２０（に含まれる通信部２
１）によって送信された生体データを受信する。通信部１３によって受信された生体デー
タは、格納部１４に蓄積（格納）される（ステップＳ９）。
【００８３】
　表示処理部１５は、情報提供端末１０に対するユーザの操作等に応じて、格納部１４に
格納された生体データを表示する（ステップＳ１０）。この場合、生体データは、当該生
体データに付与されている行動イベントが発生した時間及び当該生成データが生成された
時間とともに表示される。
【００８４】
　上記した図６に示す処理によれば、例えば情報提供端末１０において検知された行動イ
ベント（服用イベント）に応じて生体センサ装置２０において必要なセンサが必要な期間
にのみ駆動され、当該センサの駆動によって取得された生体データを情報提供端末１０に
おいて表示することができる。これにより、情報提供端末１０を利用するユーザ（患者）
または医師等に薬物の服用後の所定期間内の当該ユーザの生体データを提供することがで
きる。
【００８５】
　なお、本実施形態において、例えば予め定められた時間帯に当該服用イベントが検知さ
れない場合には、上述したように情報提供端末１０に含まれる警告部１６は、薬物の服用
を忘れている旨の警告を出力する。この警告は例えばアラーム等によって行われてもよい
し、情報提供端末１０に備えられるディスプレイ１１１に警告メッセージが表示されるよ
うにしてもよい。また、この警告は、予め定められた時間帯に情報提供端末１０から服用
イベントが送信されない場合に、生体センサ装置２０側から出力されても構わない。
【００８６】
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　また、生体センサ装置２０には加速度センサ２０９が備えられているため、当該生体セ
ンサ装置２０に対するタップ操作等を検出することが可能である。このため、図６におい
ては情報提供端末１０において服用イベントが検知されるものとして説明したが、生体セ
ンサ装置２０に対するタップ操作を検出することによって当該生体センサ装置２０側で服
用イベントを検知するような構成とすることも可能である。この場合、服用イベントの検
知前の生体センサ装置２０においては、タップ操作を検出することが可能な程度の電力が
供給されていればよい。
【００８７】
　また、図６においてはユーザが１種類の薬物（ここでは、利尿薬）を服用しているもの
として説明したが、当該ユーザが複数種類の薬物を服用している場合には、当該複数種類
の薬物についての計測情報が生体センサ装置２０（に含まれる制御部２２）において保持
される。この場合、服用イベントとともにユーザが服用した薬物の種類が生体センサ装置
２０に対して送信されることによって、当該生体センサ装置２０において当該服用イベン
ト（つまり、当該服用された薬物の種類）に応じた計測情報に基づく制御（例えば、セン
サの駆動等）が可能となる。なお、ユーザが服用した薬物（の種類）は上記した行動情報
の取得の際にユーザによって指定されればよい。
【００８８】
　なお、上述したように行動情報取得部１１（及び行動イベント検知部１２）は服用イベ
ントが検知された後も動作を継続している。すなわち、図６においては省略されているが
、行動情報取得部１１及び行動イベント検知部１２によれば、服用イベントが検知された
後に他の行動イベントを検知することができる。
【００８９】
　ここで、服用イベントが検知された後（つまり、生体センサ装置２０に含まれるセンサ
が駆動された後）に他の行動イベントが検知された場合の動作について説明する。
【００９０】
　まず、行動イベント検知部１２によって検知される行動イベントには、例えばトイレを
利用したという行動（以下、トイレ利用イベントと表記）が含まれる。なお、このトイレ
利用イベントは、例えば情報提供端末１０に備えられる加速度センサ及びマイクロフォン
等を用いることによって得られる情報（行動情報）に基づいて検知される。
【００９１】
　このようにトイレ利用イベントが検知された場合、当該トイレ利用イベントは、通信部
１３を介して生体センサ装置２０に送信される。
【００９２】
　トイレ利用イベントが情報提供端末１０から生体センサ装置２０に送信された場合、生
体センサ装置２０に含まれる制御部２２は、例えば上述した計測項目として血圧及び心拍
数を追加する。すなわち、上述した服用イベントに応じて駆動されたセンサの中に血圧及
び心拍数を示す生体データを取得するために必要なセンサが含まれていない場合には、制
御部２２は、トイレ利用イベントに基づいて当該センサ（例えば、心電センサ２０６及び
脈波センサ２０７）を駆動する。
【００９３】
　これにより、情報提供端末１０においてトイレ利用イベントが検知された場合には、例
えばトイレを利用することにおける老廃物の排出後の生体データ（血圧及び心拍数）の変
化をユーザ等に提供することができる。
【００９４】
　また、行動イベント検知部１２によって検知される行動イベントには、例えば屋内から
屋外または屋外から屋内への移動等の、ユーザの周辺の外気温が所定値以上変化（例えば
、５度以上変化）するような場所の移動をしたというユーザの行動（以下、外気温変化イ
ベントと表記）が含まれる。なお、この外気温変化イベントは、例えば情報提供端末１０
に備えられる温度計２０８を用いることによって得られる情報（行動情報）に基づいて検
知される。
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【００９５】
　このように外気温変化イベントが検知された場合、当該外気温変化イベントは、通信部
１３を介して生体センサ装置２０に送信される。
【００９６】
　外気温変化イベントが情報提供端末１０から生体センサ装置２０に送信された場合、生
体センサ装置２０に含まれる制御部２２は、例えば上述した計測項目として血圧及び心拍
数を追加する。すなわち、上述した服用イベントに応じて駆動されたセンサの中に血圧及
び心拍数を示す生体データを取得するために必要なセンサが含まれていない場合には、制
御部２２は、外気温変化イベントに基づいて当該センサ（例えば、心電センサ２０６及び
脈波センサ２０７）を駆動する。
【００９７】
　これにより、情報提供端末１０において外気温変化イベントが検知された場合には、当
該外気温の変化による生体データ（血圧及び心拍数）の変化をユーザ等に提供することが
できる。
【００９８】
　更に、行動イベント検知部１２によって検知される行動イベントには、例えばいびきを
かくというユーザの行動（以下、いびき発生イベントと表記）が含まれる。なお、このい
びき発生イベントは、例えば情報提供端末１０に備えられるマイクロフォンを用いること
によって得られる情報（行動情報）に基づいて検知される。
【００９９】
　このようにいびき発生イベントが検知された場合、当該いびき発生イベントは、通信部
１３を介して生体センサ装置２０に送信される。
【０１００】
　いびき発生イベントが情報提供端末１０から生体センサ装置２０に送信された場合、生
体センサ装置２０に含まれる制御部２２は、例えば上述した計測項目として脈波及び加速
度を追加する。すなわち、上述した服用イベントに応じて駆動されたセンサの中に脈波及
び加速度を取得するために必要なセンサが含まれていない場合には、制御部２２は、いび
き発生イベントに基づいて当該センサ（例えば、脈波センサ２０７及び加速度センサ２０
９）を駆動する。
【０１０１】
　これにより、情報提供端末１０においていびき発生イベントが検知された場合には、例
えばユーザにおける睡眠中の無呼吸状態を判断するための情報として、ユーザの脈波及び
加速度に基づく生体データをユーザ等に提供することができる。
【０１０２】
　なお、上記した各種行動イベント（トイレ利用イベント、外気温変化イベント及びいび
き発生イベント）が検知された場合に追加（または変更）される計測項目（の情報）につ
いては、上述した計測情報と同様に生体センサ装置２０に含まれる制御部２２内において
保持されているものとする。これにより、生体センサ装置２０においては、情報提供端末
１０において検知された各種行動イベントに応じて適切な計測項目を追加することができ
る。
【０１０３】
　なお、ここで説明した行動イベントは一例であり、他の行動イベントが検知されても構
わない。
【０１０４】
　また、ここでは服用イベントが検知された後に他の行動イベントが検知された場合につ
いて説明したが、服用イベントの検知前に他の行動イベントが検知された場合には、当該
行動イベントに応じた計測項目（生体データ）を取得するために必要なセンサが適宜駆動
されるような構成であっても構わない。
【０１０５】
　また、図６において説明したように、上述したように服用イベントが検知された場合に
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は、生体センサ装置２０においてセンサが駆動されることにより生体信号及び生体データ
が取得される。この場合、図６においては省略されているが、生体センサ装置２０に含ま
れる生体イベント検知部２６は、当該生体センサ装置２０において取得された生体信号及
び生体データに基づいて生体イベント（ユーザの生体に関するイベント）を検知すること
ができる。
【０１０６】
　ここで、生体イベント検知部２６によって生体イベントが検知された場合の動作につい
て説明する。まず、生体イベント検知部２６によって検知される生体イベントには、例え
ばユーザの体温が高いまたは低いこと（以下、体温イベントと表記）が含まれる。なお、
この体温イベントは、ユーザの体温を得るために必要な温度計２０８が駆動されている場
合に検知することができる。具体的には、ユーザの体温が例えば３７．５度以上の場合に
は、体温が高いという体温イベントが検出される。一方、ユーザの体温が例えば３５．５
度以下の場合には、体温が低いという体温イベントが検出される。
【０１０７】
　このように体温イベントが検知された場合、生体センサ装置２０に含まれる制御部２２
は、例えば温度計２０８によって得られる体温の計測頻度（サンプリング周期）を上げる
。これにより、ユーザの体温が一定値よりも高いまたは低い場合には、より詳細な体温（
生体データ）の変化をユーザ等に提供することができる。
【０１０８】
　また、生体イベント検知部２６によって検知される生体イベントには、心拍数が例えば
１分間に２０以上上昇または低下したこと（以下、心拍変動イベントと表記）が含まれる
。なお、この心拍変動イベントは、ユーザの心拍数を得るために必要な心電センサ２０６
（脈波センサ２０７）が駆動されている場合に検知することができる。
【０１０９】
　このように心拍変動イベントが検知された場合、生体センサ装置２０に含まれる制御部
２２は、例えば心電センサ２０６によって得られる心拍数の計測頻度を上げる。これによ
れば、生体センサ装置２０において心拍数を得るための動作モードを、単に心拍数（心拍
間隔）を得るためのモード（心拍数モード）から心電図（波形）等の詳細な生体データを
得るためのモード（心電図モード）に切り替えることができる。これにより、急激な心拍
数の変動があった場合には、心拍数に関してより詳細な生体データをユーザ等に提供する
ことができる。
【０１１０】
　なお、ここでは生体イベント検知部２６によって検知された生体イベント（例えば、体
温イベントまたは心拍変動イベント）に応じてセンサによる計測頻度を変更するものとし
て説明したが、例えば生体イベントに応じて、センサの駆動の開始または停止等の制御を
実行しても構わない。
【０１１１】
　また、ここで説明した生体イベントは一例であり、他の生体イベント（例えば、血圧が
上昇または低下したこと等）が検知されても構わない。
【０１１２】
　上記したように本実施形態においては、情報提供端末１０においてユーザの行動が検知
された場合、当該ユーザの行動に対応づけて計測情報に含まれる計測期間の間、生体セン
サ装置２０においてセンサを駆動してユーザに関する生体データを取得する。本実施形態
においては、このような構成により、生体センサ装置２０に備えられているセンサを例え
ば２４時間駆動しておくような場合と比較して、ユーザの行動が検知された後、所定期間
の間にのみセンサを駆動させるため、必要な生体データを取得するとともに、生体センサ
装置２０において省電力化を実現することが可能となる。また、本実施形態においては、
生体センサ装置２０において取得される生体データのデータ量を削減することも可能であ
る。
【０１１３】
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　更に、本実施形態においては、生体センサ装置２０が複数種類のセンサを備えている場
合であっても、情報提供端末１０において検知されたユーザの行動に対応づけられている
センサ（つまり、駆動すべきセンサ）のみを駆動することにより、更に生体センサ装置２
０の消費電力を低減することが可能となる。
【０１１４】
　また、本実施形態においては、情報提供端末１０において検知されたユーザの行動に対
応づけられている計測頻度でユーザに関する生体データを取得することにより、適切な計
測頻度で必要な生体データを取得することが可能となる。
【０１１５】
　また、本実施形態においては、例えばユーザの操作に応じて薬物を服用したというユー
ザの行動（行動イベント）を検知する構成により、当該薬物の服用後の生体データを取得
する（つまり、薬物の効果または副作用を正確に記録する）ことができるため、当該生体
データが表示された情報提供端末１０をユーザ（患者）自身が確認するまたは医師等に見
せることによって、当該ユーザ（患者）によって服用された薬物の効果または副作用が現
れているかを判断することが可能となる。
【０１１６】
　また、本実施形態においては、予め定められた期間内に薬物を服用したという行動イベ
ントが検知されない場合に例えば当該薬物の服用を忘れている旨の警告を出力することに
より、ユーザの薬物の服用忘れを防止することができる。
【０１１７】
　また、本実施形態においては、例えば服用イベントが検知された後に取得された生体デ
ータ（または生体信号）に基づいてセンサによる生体信号の計測頻度を変更する構成によ
り、例えばユーザに通常とは異なる変化がある（例えば、体温が高いまたは低い、急激な
心拍数の変動がある）場合には計測精度を向上させることが可能となる。
【０１１８】
　また、本実施形態においては、生体センサ装置２０において取得された生体データを格
納するための格納部２５の領域が不足した場合、及び計測期間が終了した場合に、当該格
納部２５に格納された生体データを情報提供端末１０に対して送信することにより、生体
センサ装置２０から情報提供端末１０への生体データの送信回数を低減することができ、
当該生体センサ装置２０における省電力化を図ることができる。
【０１１９】
　なお、本実施形態においては、生体センサ装置２０から情報提供端末１０に送信された
生体データは例えば情報提供端末１０に含まれる格納部１４に蓄積（格納）され、例えば
ユーザの指示等に応じてディスプレイ１１１に表示されるものとして説明したが、当該生
体データは、図７に示すように、例えばクラウドコンピューティングサービスを提供する
クラウドサーバとして機能する外部のサーバ装置３０に送信される（つまり、アップロー
ドされる）ような構成とすることも可能である。このようなサーバ装置３０において生体
データをユーザ（患者）毎に管理しておくことで、例えば医師は、情報提供端末１０以外
の端末（例えば、当該医師自身が利用する端末等）においても所望のユーザの生体データ
をダウンロードして閲覧することが可能となる。
【０１２０】
　また、本実施形態においては単にユーザが薬物を服用する場合について説明したが、本
実施形態に係る情報提供システムは例えば治験等における薬物の効果を確認する際等に適
用されても構わない。
【０１２１】
　更に、本実施形態に係る情報提供システムは情報提供端末１０及び生体センサ装置２０
を備えるものとして説明したが、当該情報提供システムは情報提供端末１０及び生体セン
サ装置２０の両方の機能を有する１つの装置（電子機器）として実現されても構わない。
【０１２２】
　なお、本実施形態において説明した処理はコンピュータプログラムによって実行するこ
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とができるため、当該処理を実行させるためのコンピュータプログラムを格納したコンピ
ュータ読み取り可能な記憶媒体を通じてこのコンピュータプログラムを通常のコンピュー
タにインストールして実行するだけで、本実施形態と同様の効果を容易に実現することが
できる。
【０１２３】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら実施形態は、その他の様
々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、
置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に
含まれると同様に、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれるもので
ある。　
【符号の説明】
【０１２４】
　１０…情報提供端末、１１…行動情報取得部、１２…行動イベント検知部、１３…通信
部、１４…格納部、１５…表示処理部、１６…警告部、２０…生体センサ装置、２１…通
信部、２２…制御部、２３…生体信号取得部、２４…生体信号解析部、２５…格納部、２
６…生体イベント検知部、１０１…ＣＰＵ、１０２…システムコントローラ、１０３…主
メモリ、１０４…グラフィクスコントローラ、１０５…ＢＩＯＳ－ＲＯＭ、１０６…不揮
発性メモリ、１０７…センサモジュール、１０８…無線通信デバイス、１０９…ＢＴモジ
ュール、１１０…ＥＣ、１１１…タッチスクリーンディスプレイ、１１１Ａ…ＬＣＤ、１
１１Ｂ…タッチパネル。

【図１】 【図２】
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